



























































































1919－20 年から 1929－30 年では，師範学校は 138 校から 66 校に減少し，代わって，教
員養成カレッジは 39 校から 125 校に増加した。中等学校教員の待遇改善が進んだことに
加え，教員養成カレッジが通いやすい身近な高等教育機関であるという理由から15，教員
養成機関（師範学校と教員養成カレッジを含む）の在籍者は，1919－20 年では 208,763
人であったが，1925－26 年では 288,175 人となったように約 38％の増加が見られた16。 
教員養成基準が上昇していくなかで，現職教員は，より上位の資格を取得するための
教育の機会を必要とした。というのは，1921 年当時，最下級免許状は，17 州で更新が認

















であり，テキサス大学では 1316 人中，705 人が教員であったという20。また，ミネソタ大
学では，受講者 5,432 人のうち 1,328 人が教員で，そのうち 1,217 人が女性であった。平
均年齢は男性 27.2 才，女性 30.8 才であり，典型的な受講者は 30才前後の女性教員であ
ったとされる21。 
カーネギー財団の委託調査 (1926 年)による 29 大学対象の調査によれば22，開講された
コースは，拡張課程は 3,328 コースで，そのうち，大卒資格を得るための単位認定課程
(Credit course)が 2,764 コースであったのに対して，非単位認定課程(Non-credit 
course)は 564 コースにとどまっていた。通信教育課程も同様で，3,647 コースのうち，













800 校の高等教育機関のうち 443 校が何らかの大学拡張事業を行っており， そのうち 109
校が教員養成機関であったとされている26。拡張課程の受講者は，1919－20 年から 1929
－30 年までに 70,031 人から 195,549 人となり，279.2％も増加した。通信教育受講者の
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